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復刊の経緯

本書は，1993年に小社が初版発行した『入門講座　4WD車の研究』の復刻版です。
刊行から25年以上が経過しているため，最新の電子制御4WD等に関する記述はありま
せん。しかし4WDの基礎理論とその構造・特性など，普遍的な要素が網羅されており，
これらは近年の潮流である自動運転などの技術にもつながるものと考えております。本
書のように四輪駆動の基礎から解説した内容の本は類書も少なく，自動車技術を学ぶ現
代の学生の皆様や若い技術者の皆様，さらには自動車技術に関心をもつすべての方々に，
技術理解のための入門書としてぜひ読んでいただきたい，貴重な一冊と判断しました。
編集部では，上記のような理由から，本書の復刊を決意いたしました。
編集にあたっては，初版刊行前に惜しくも故人となられた著者・庄野欣司先生のご遺
族様，また「おわりに─著者にかわって」と題して初版のあとがきをご執筆いただい
た東京大学教授（当時）の木村好次先生に，復刊の意図をお伝えするべくご連絡を試みま
した。しかし刊行から25年以上が経過しており，社内では現在のご連絡先がわからず，
その後もさまざまな手を尽くしましたが，まことに残念ながら，ご連絡をとることはか
ないませんでした。
本書をご覧いただいた皆様のなかで，お心当たりの方がおられましたら，ぜひ編集部
までご一報くださいますよう，お願い申し上げます。また今回の復刊にあたり，一部内
容の訂正や修正を加えている箇所がありますことを，ご了承ください。
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分ける装置で，FRベース車ではトランスミッションのすぐ後ろに付いているのが普
通だが，FFベース車では同じケースの中に納められているのが一般的である。















電子制御の油圧多板クラッチを用いて，

わる形で非常に増えたこと。それにともない，従来からの難物であったフロントの等
速ジョイントの品質のよいものが比較的安価に入手できるようになったこと。2つめ
にビスカスカップリングの商品化によって，扱いやすいフルタイム4WDが製品化で
きるようになったこと，などがある。
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　試みにエンジンと 4つのタイヤを直結して“フルタイム”4WDとした場合を考えて
みよう。この状態で自動車を走らせると，オフロードではあまり問題が起こらないが，
オンロードで普通走行をすると非常に走りにくい。なにしろきついカーブがうまく曲
がれないのである。



　2WDでも4WDでも自動車が旋回しているときには，図 3－2のように旋回円の中心
から遠い方の車輪は近い方の車輪よりたくさん回らなければならない。したがって自
動車をスムーズに走らせるには，左右の車輪の回転数の違いを調整してやることが必
要で，左右のアクスルシャフトを直結して一本棒にするのではなく，間にデフ（ディ
ファレンシャル：差動装置）を追加せねばならない。デフがあると左右のタイヤの回
転数が異なっていても，同じ大きさのトルクを伝えることができる。
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日産自動車の主に開発設計部門で活躍する。1989年 1 月に事業


